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１．令和３年度 国民健康保険特別会計 決算 

① 歳入 

科 目 予算現額（最終予算額） 収入額 差  額 

国民健康保険税 ９億   ３５０万円 ９億 ６，４３１万円 ６，０８１万円 

国庫支出金 ７０万円 ７０万円 ０万円 

県支出金 
普通交付金 ３５億 ９，７７３万円 ３５億 １，７５６万円 △８，０１７万円 

特別交付金 １億 ２，８１４万円 １億 ３，０７１万円 ２５７万円 

一般会計繰入金 ３億 ８，９１８万円 ３億 ７，９０７万円 △１，０１１万円 

基金繰入金 － － － 

前年度繰越金 １億 １，４９８万円 １億 １，４９８万円 ０万円 

その他 １，１３９万円 ７７５万円 △３６４万円 

合  計 ５１億 ４，５６２万円 （ａ） ５１億 １，５０８万円 △３，０５４万円 

〇保険給付費が見込みよりも少なかったため、それに応じて交付される普通交付金収入は、予算より少ない収入となりました。           

また、２月分は概算で交付されており、精算の結果超過交付となった２，４４８万円は令和４年度に返還します。 

〇特別交付金は市町の特別事情や医療費適正化の取り組みなどに応じて交付されます。精算の結果、超過交付となった１０３万円は

令和４年度に返還します。 

〇一般会計繰入金は、繰入の対象費用である人件費や事務費が見込みよりも少なかったため、予算よりも少ない収入となりました。 

〇その他の収入は、主に第三者納付金（交通事故等が原因で医療にかかった場合などに、保険者負担分を返還いただくもの）が見込

みを下回ったため、予算よりも少ない収入となりました。 

【参考】詳細版１～４ページ 
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② 歳出 

科 目 予算現額（最終予算額） 支出額 差  額 

総務費 ７，６６３万円 ７，２１６万円 ４４７万円 

保険給付費 ３５億 ９，８６８万円 ３４億 ９，３１６万円 １億  ５５２万円 

療養給付費・療養費・移送費 ３１億   ７８７万円 ３０億 ２，２３４万円 ８，５５３万円 

高額療養費・高額介護合算 ４億 ６，７４８万円 ４億 ５，３４７万円 １，４０１万円 

審査支払手数料 ９４７万円 ９４３万円 ４万円 

出産育児一時金・葬祭費 １，２９１万円 ７８５万円 ５０６万円 

傷病手当金・結核医療付加金 ９５万円 ７万円 ８８万円 

国保事業費納付金  １２億 ５，６１６万円 １２億 ５，６１６万円 ０万円 

保健事業費 ５，０５３万円 ３，７５９万円 １，２９４万円 

基金積立金 ９，４２２万円 ９，４２２万円 ０万円 

諸支出金  ３，６０９万円 ２，８８４万円 ７２５万円 

予備費 ３，３３１万円 ０円 ３，３３１万円 

合  計 ５1億４,５６２万円 （ｂ）  ４９億 ８，２１３万円 １億 ６，３４９万円 

〇保険給付費は前年度水準を大きく上回りました。新型コロナウイルスの影響による受診控えの反動と考えられます。 

〇特定健診の受診者数は前年度を上回りましたが、見込み水準までは達しませんでした。 

【参考】詳細版５～６ページ 
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③ 収支の状況 

（a）-(b) １億 ３，２９５万円 

歳入歳出ともに前年度より増加しましたが、県に支払う納付金が激変緩和措置によって約８，０００万円減額された影響もあり、収

支は約１億３，２９５万円の黒字決算となりました。 

 

 

２．療養給付費・療養費・高額療養費分にかかる保険給付費（医療費のうち、保険者負担分）の推移      

                                                                     （令和３年度事業年報） 

 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

① 保険給付費 

（審査支払手数料・出産費・葬祭費等除く） 
３４億２千万円 ３４億３千万円 ３３億６千万円 ３４億７千万円 

前年度比較 △１．７％ ０．３％ △２．０％ ３．５％ 

② 被保険者数 

（内６５歳以上の人数及び割合） 

９，９６７人 

（5,025人 50.4%） 

９，５１４人 

（4,957人 52.1%） 

９，１９０人 

（4,938人 53.7%） 

９，１００人 

（4,990人 54.8%） 

前年度比較 △３．１％ △４．５％ △３．４％ △１．０％ 

③ 一人あたりの保険給付費 

（ ① ／ ② ） 
３４万３千円 ３６万円 ３６万５千円 ３８万１千円 

前年度比較 １．５％ ５．０％ １．４％ ４．３％ 

  令和３年度保険給付費は、前年度に比べ 1億１千万円（3.3％）の大幅な増加となっています。被保険者数は 1％の減少ですが、一

人あたりの保険給付費は 4.3％の増加となりました。また、65歳以上の全体に占める割合は増加傾向にあり、54.8％でした。 
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３．医療費の状況 

① 医療費の推移                                                          （令和３年度事業年報） 

 医療費総額 前年度比較 一人あたりの医療費 前年度比較 

令和３年度 ４０億 ９，３００万円 ３．２％ ４４９，８２６円 ４．２％ 

令和２年度 ３９億 ６，６００万円 △２．５％ ４３１，５９３円 １．０％ 

令和元年度 ４０億 ６，７００万円 △０．６％ ４２７，５２４円 ４．２％ 

                                                                       

② 医療費の内訳と推移                                                      （令和３年度事業年報） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 前年度比較 

医療費 ４０億 ６，７００万円 ３９億 ６，６００万円 ４０億 ９，３００万円 ３．２％ 

内 

 

 

訳 

入院 １５億 ９，２００万円 １５億 ６，４００万円 １５億 ４，３００万円 △１．４％ 

通院 １２億 ７，６００万円 １２億 ３，０００万円 １３億   ７００万円 ６．２％ 

歯科 ２億 ９，３００万円 ２億 ８，９００万円 ２億 ９，８００万円 ２．９％ 

調剤 ７億 ５，０００万円 ７億 ２，４００万円 ７億 ７，８００万円 ７．５％ 

その他※ １億 ５，６００万円 １億 ５，９００万円 １億 ６，７００万円 ５．０％ 

※その他・・・療養費（補装具、柔道整復師、針灸、現金給付）、食事差額、看護、移送費                      

医療費全体としては、前年度と比べて１億２，７００万円（３．２％）の増加となり、特に通院と調剤で増加しました。 

【参考】詳細版 10～11ページ 
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４．一人あたり医療費の推移                                            

 加西市 
県内

順位 
加東市 西脇市 小野市 三木市 県内平均 

令和３年度 ４４９，８２６円 ― ４３５，０４１円 ４６３，２７４円 ４４１，６８５円 ４３８，６８８円 ４１６，２８１円 

令和２年度 ４３１，５９３円 １２ ４１７，５３６円 ４３１，９６７円 ４２３，０２７円 ４１８，５３０円 ３９０，１９７円 

令和元年度 ４２７，５２４円 １３ ４１９，８７１円 ４４０，０７６円 ４３１，０７１円 ４３１，５６１円 ３９９，１７１円 

 高齢の被保険者の占める割合の増加や、医療の高度化などにより、一人あたり医療費は年々増加しています。 

また、本市は県内平均よりも高い状況が続いています。 

 

 

 

５．近隣自治体の一人あたり国保税 

 加西市 加東市 西脇市 小野市 三木市 県内平均 

令和４年度 

（当初賦課） 
１００，９１１円 １０２，９０１円 ９８，９３５円 １０４，５０４円 １０１，５９３円 ― 

令和３年度（決算） １０３，８１２円 １０７，６０５円 ９６，２７１円 １０５，８０４円 ８７，０９５円 ９４，８０８円 

令和２年度（決算） １０３，９２５円 １０２，５８８円 ９６，５３７円 １０７，８７６円 ８７，３７７円 ９３，２８５円 

県内順位 ６ ８ １４ ２ ２９ ― 

 近年税率改正を実施している市が多く、ほぼ同水準となってきています。 

 

【参考】詳細版 15ページ 

【参考】詳細版 10ページ 
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６．近隣自治体の国保税率（令和４年度） 

 
医 療 分 後期高齢者支援分 介護分（４０～６４歳） 

所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割 

加西市 ７．４％ ２７，０００円 ２１，０００円 ２．８％ ９，０００円 ８，０００円 ２．３％ １０，０００円 ６，０００円 

対前年 △0.3％ 変更なし △5,000円 △0.1％ 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 

標準保険料率 ６．３２ ２７，３０６円 １７，７７６円 ２．６７％ １１，１８４円 ７，２８１円 ２．６３％ １３，５５０円 ６，７２８円 

加東市  ６．８２％ ２９，４００円 １９，１００円  ２．６７％ １１，１００円 ７，２００円 ２．６３％ １３，５００円 ６，７００円 

対前年 △0.93％ △2,600円 △2,900円 △0.08％ 変更なし △400円 ＋0.15％ ＋900円 ＋300円 

西脇市 ６．７４％ ２９，１００円 １９，０００円 ２．６７％ １１，２００円 ７，３００円 ２．６４％ １３，６００円 ６，８００円 

対前年 △0.6％ ＋1,500円 △1,900円 △0.07％ ＋100円 △400円 ＋0.17％ ＋700円 ＋300円 

小野市 ８．５％ ２７，４００円 ２６，３００円 ２．７％ ８，７００円 ８，７００円 ２．５％ ９，７００円 ６，５００円 

対前年 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 

三木市 ７．６％ ３１，０００円 ２３，０００円 ２．６％ １０，０００円 ７，５００円 ２．３％ １１，０００円 ６，５００円 

対前年 ＋1.1％ ＋6,000円 ＋3,000円 ＋0.3％ ＋1,000円 ＋500円 ＋0.1％ ＋3,000円 ＋500円 

所得割は前年の所得に応じて課税、均等割は被保険者数に応じて課税、平等割は世帯ごとに課税されます。 

なお、本市では１８歳到達の年度末までの児童は、均等割を全額免除しています（国の制度では就学前の児童の均等割を半額免除）。 
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本市では、下記の通り令和４年度に国保税の改正を行いました。 

     医療分 所得割額 医療分 平等割額 後期分 所得割額 

改正後（令和４年度） ７．４０％ ２１，０００ ２．８０％ 

改正前（令和３年度） ７．７０％ ２６，０００ ２．９０％ 

予定されている兵庫県下での保険料水準の統一に向け、段階的に標準保険料率に近づけていく方向で、税率の改正を行っていく必

要があります。 

引き続き、保険料水準の統一時期や統一後の保険料率の水準（見込み）、当市国保事業の収支状況等を注視していきます。 

 

 

 

７．近隣自治体の基金保有残高 

 加西市 加東市 西脇市 小野市 三木市 

令和３年度末 ７億 ２，６３０万円 ９，９２３万円 ６億 ２，６４８万円 ３億 ７，０８７万円 ０円 

令和２年度末 ６億 ３，２０８万円 ９，９０８万円 ５億 ８，６１７万円 ２億 ６，２８９万円 ０円 

令和元年度末 ５億 ２，１０７万円 ２億 １，３８９万円 ５億 ３，８８９万円 ２億 ６，２２９万円 ０円 

３０年度末 ３億 ４，１２３万円 ２億 １，３４７万円 ５億 １，６７９万円 ２億 ６，２２８万円 ０円 

加西市は２５年度に基金を全額取り崩し、基金０円の状態が２９年度まで続きましたが、３０年度に再度積立てを行いました。 

 近年黒字決算が続いているため、基金保有残高が増えています。 

 令和４年度の９月補正で、令和３年度の決算剰余金のうち、約１億円を積立てる予定です。 

【参考】詳細版 8ページ 
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８．国保税の収納状況 

 現年分は前年度から０．５５ポイント上昇し、県内平均を上回っています。近年収納率が上昇しているのは、マルチペイメントシステム

を活用し、口座振替を推進している効果が大きいと考えます（国保医療課窓口で口座振替の手続きができる）。 

 滞納分は、前年度から０．１ポイント上昇しました。 

 

 

 

  調定額 収入額 収納率 
 

県内順位 県内平均 

令和３年度 
現年分 ９億 ４，４６９万円 ９億  ９６４万円 ９６．２９％ １６ ９５．０９％ 

滞納分 ２億 ４，３７９万円 ５，４６７万円 ２２．４３％ １４ ２３．５１％ 

令和２年度 
現年分 ９億 ５, ５０７万円 ９億 １，４３９万円 ９５．７４％ １７ ９４．８３％ 

滞納分 ２億 ８，５１６万円 ６，３６９万円 ２２．３３％ ２１ ２３．７５％ 

令和元年度 
現年分 ９億 ９，７４３万円 ９億 ４，６８４万円 ９４．９３％ １６ ９４．１４％ 

滞納分 ３億 ２，２３８万円 ６，５９７万円 ２０．４６％ １９ ２１．７１％ 

３０年度 
現年分 １０億 ３，０３１万円 ９億 ７，５２０万円  ９４．６５％ １８ ９４．１９％ 

滞納分 ３億 ５，７８８万円 ６，４２３万円  １７．９５％ ２３ ２０．６４％ 

【参考】詳細版 16ページ 
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９．令和４年度 国民健康保険特別会計 

①歳入 

科 目 令和４年度予算（当初） 令和３年度予算（当初） 差  額 

国民健康保険税 ８億 ４，５９６万円 ９億    ４６３万円 △５，８６７万円 

県支出金 
普通交付金 ３４億 ３，３４５万円 ３５億 ８，３２９万円 △１億 ４，９８４万円 

特別交付金 １億 ３，９２３万円 １億 ２，７６９万円 １，１５４万円 

一般会計繰入金 ３億 ９，０００万円 ３億 ９，０００万円 ０万円 

基金繰入金 １，３１５万円 ０万円 １，３１５万円 

前年度繰越金  － － － 

その他 １，１２３万円 １，１３９万円 △１６万円 

合  計 ４８億 ３，３００万円 ５０億 １，７００万円 △１億 ８，４００万円 

〇税率改正の影響、及び被保険者の減少と新型コロナウイルス関連の影響を見込み、国民健康保険税収入の減少を見込んでいます。 

〇保険給付費の減額見込みにより、保険給付費に対して交付される普通交付金が減額としています。 

〇収支不足の補填のため、基金の取り崩しを予定しています。 
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① 歳出 

科 目 令和４年度予算（当初） 令和３年度予算（当初） 差  額 

総務費  ７，３２３万円 ７，３７２万円 △４９万円 

保険給付費 ３４億 ３，４３７万円 ３５億 ８，４２４万円 △１億 ４，９８７万円 

療養給付費・療養費・移送費 ２９億 ５，６８７万円 ３０億 ９，８０２万円 △１億 ４，１１５万円 

高額療養費・高額介護合算 ４億 ５，２６６万円 ４億 ６，０８７万円 △８２１万円 

審査支払手数料 ９７５万円 ９３９万円 ３６万円 

出産育児一時金・葬祭費 １，４１７万円 １，５０１万円 △８４万円 

傷病手当金・結核医療付加金 ９２万円 ９５万円 △３万円 

国保事業費納付金  １２億 ５，９９８万円 １２億 ５，４５７万円 ５４１万円 

保健事業費 ４，６４６万円 ５，０５３万円 △４０７万円 

基金積立金 ０円 ０円 － 

諸支出金 １，３８４万円 １，９１８万円 △５３４万円 

予備費 ５１２万円 ３，４７６万円 △２，９６４万円 

合  計 ４８億 ３，３００万円 ５０億 １，７００万円 △１億 ８，４００万円 

〇被保険者数、及び過去２年間の伸び率と直近の診療費から算出した一人あたり診療費が前年度よりも減少しているため、保険給付費を大幅に

減額見込みとしています。 

〇国保事業費納付金：令和４年度は国の激変緩和措置により、本来の金額より約５，５００万円減額されています。 


